
ポイラ

ポイラ ポイラ (蒸気後関車の ) (英) boiler 後関車のポイラ

は火室内に燃料を燃焼させて発生した熱をポイラ水に伝え， 圧

力蒸気を発生する装位で， この蒸気をシ リ γ ダに供給して機関

車の引渡力を発生する。 一般に態管式ポイラ であるが陸上すえ

付丸形ボイラに比して燃焼率がし、ち じるしく高 < ， 大きさの割

合に蒸気の発生量ーも非常に大である。これはレーノレ上を:iill転す

るため大きさに制限を受けるから， 形は小さ く とも燃焼率を高

く して蒸気の発生を大にしているのであり ， そのためm造も一

般のポイラとは!尽な っ ている。ボイラ効率は燃焼率によ って変

りおおむね 70-50% である。

ボイラ(図)は大別してポイ ラ本体( 1) ・ 煙室(2)および付属装置

からなっている。ボイラ本体( 1 )はポイラの主休をなす部分でボ

イラ1lfõ1 (1 ，) ・ 大小煙管(1，) :お よび火室部に分けられ，火室部は

内火室(1，)および外火室(1，)よりなり ， 外火室は内火室を包闘

している。後部にたき 口(1 5 ) があ ってここから燃料を供給する。

ポイ ラ本体内には常に標準水面附近までポイラ水を満たしその

上部は蒸気部分である。燃料は内火室底部の火1骨子(5)上で燃焼

し，燃焼ガスはれんがア ー チ(7)によって火室内をまわり道して，

煙管内を巡って煙室(2)に至り煙突 (2，)から大気中に排出される。

燃焼によって発生した熱は内火室および煙管の伝熱薗からポイ

ラ水に伝えられ蒸気を発生する。発生した蒸気は飽和蒸気で水

簡に近いと水分を含んでいるので，ポイラ 11向上に設けた蒸気ド

ーム (1 ，)内の高い所から乾燥した蒸気を採るようにな っ ている。

シリ γ 〆へ送る蒸気の加減は加減弁装置(4)によって行い，力11滅

弁から γ リンダへL 、〈途中に過熱装置(3)を装備して，過熱蒸気

として供給するものをとくに過熱機関車とし、う。煙室(2 )はシリ

γ ダ排気を煙突から排出させ，その誘引作用を利用してi温風力

を起し火室内の燃焼を脱んにする。機関車ポイラの燃焼率を高

く し得るのはこの強制Ui温風作用によるのである。また‘ノリンダ

排気は機関卒の出力に応じて変化し， }温風力もそれに比例する

ので，自動的に通風力も加減されるのである。灰箱装置(6)は石

炭の燃焼に よ って生じた燃えがらをためていて， 一定の場所に

捨てると同時に〆ンパを操作して燃焼に必要な l 次空気の供給

置を加減する。 2 次空気はたき口戸(14)の部分より供給する。

ポイラ附属装置としては，蒸気の使用によって減少するポイ

ラ水の補給をするポイラ給水装置，内火室天升部の露出焼損を

起さないように常に水面を外部iから確認できる水間計装償(1 1) ，

ポイラ圧を表示する圧力計，ポイラ圧が一定圧力以上にな っ た

場合自 動的に蒸気を噴出して圧力を下げ安全を期する安全弁(8)

蒸発によりポイラ 7.kの濃縮されるのを防止するためのポイラ水

治浄装置，洗かんのためポイラ水を排出するポイラ吹出し弁(1時

などが装備されている。

燃料は主 として石炭または練炭であるが重油 ・ 木材・まれに

は微粉炭な どを用いる場合もあり ，使用燃料によ って火室総造
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